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付録１ 目標詳細図
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付録２ テキスト例（２日目の講義より） 

※テキストについては付属のＣＤ－ＲＯＭにて配布
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付録３ 課題例（研修の事前調査）
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付録４ 自己評価シート① 

第　回　研修 記入日： 記入者名： 

アンケート 

＜１＞ 研修の意図について 

1 4 3 2 1 

2 4 3 2 1 

3 4 3 2 1 

「研修の意図の伝え方」についてお気づきの点があれば自由に記述してください 

＜２＞ 研修の進め方について 

1 4 3 2 1 

2 4 3 2 1 

3 4 3 2 1 

4 4 3 2 1 

5 4 3 2 1 

6 4 3 2 1 

「研修の進め方」についてお気づきの点があれば自由に記述してください 

＜３＞研修への進め方について 

1 4 3 2 1 

2 4 3 2 1 

3 4 3 2 1 

「研修の進め方」についてお気づきの点があれば自由に記述してください 

＜４＞総合 

4 3 2 1 

今回の研修は次のように進めましたが、受講しやすく有意義でしたか
　　①研修の前に自分の仕事の計画を整理
　　②研修の進度に応じて、実際の仕事の計画を修正
　　③この計画の適否に対する講師の評価 

講義の時間は適切でしたか 

はい　　　　いいえ 

どのような目的で実施されたのかわかりやすかったですか 

あなたが抱えているどのような問題を解決できるのかわかりやすかったですか 

あなたが抱えているどのような問題を解決できる実感をもてましたか 

講師による講義はわかりやすかったか 

総合的に見て、今回の研修に満足できましたか 

積極的に参加しましたか 

積極的に発表に取り組みましたか 

他の参加者に積極的に意見を述べましたか 

講師による参加者の計画へのコメントの内容や時間は適切でしたか 

この研修への参加方法について、あなたへの案内は適切されましたか 

教材は、必要なものが分かりやすく用意されていましたか
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